
給
与
支
払
報
告
書

(

個
人
別
明
細
書

)

住所(居所)
又は所在地

受 給 者 生 年 月 日

個人番号

生命保険
料の金額
の 内 訳

新 生 命
保 険 料
の 金 額

(源泉)控除対象配偶者
の有無等　　　　　・

配偶者(特別)
控 除 の 額

控 除 対 象 扶 養 親 族 の 数
(配 偶 者 を 除 く。)

16歳未満
扶養親族
の    数

老　人

き
り
と
り
線

(

市
区
町
村
提
出
用

)

円 円

内 円 円 円 円

介護医療
保 険 料
の 金 額

新個人年
金保険料
の 金 額

旧個人年
金保険料
の 金 額

区
分

基礎控除の額
所得金額
調整控除額

(電話)

乙
 
欄

※ 整 理 番 号 ・

支 払

を受け

る 者

※

年

6

(右詰で記載してください。)

月 日

所得控除の額の合計額 源 泉 徴 収 税 額

内 円

種 別 支 払 金 額
給与所得控除後の金額
( 調 整 控 除 後 )

※ 種 別 ・

氏

名

(受給者番号)

(個人番号)

(フリガナ)

※区分

住

所

(役職名)

※

配偶者の
合計所得

円 円

区
分

区
分氏名

住宅借入金
等特別控除
可  能  額

住宅借入金
等特別控除
適  用  数

居住開始年月
日(２回目)

居住開始年月
日(１回目)

住宅借入金等
特別控除区分

(１回目)

住宅借入金等
特別控除区分

(２回目)

円

円

氏名

(フリガナ)

国民年金保険
料等の金額

旧長期損害
保険料の金額

円円

区
分

個人番号

住宅借入金等
年 末 残 高
(１回目)

住宅借入金等
年 末 残 高
(２回目)

円

円 円 内 円

特　別

人内

その他特　定

人 従人

その他

障害者の数
(本人を除く。)

老人

非居住者
で あ る
親族の数

従有 円有

元　号年 月退職 日

個人番号

区
分

中途就・退職

(フリガナ)

１
６
歳
未
満
の
扶
養
親
族

4

(フリガナ)

氏名

氏名2

3

氏名

日

(源泉･特別)

控除対象
配偶者

住宅借入
金等特別
控除の額
の 内 訳

年

個人番号

年 月

1

3

(フリガナ)

2

個人番号

(フリガナ)

氏名

個人番号

区
分

区
分

個人番号

区
分

区
分

本人が障害者 寡
 
婦

ひ
と
り
親

勤
労
学
生 就職

外
国
人

そ
の
他

特
別

旧 生 命
保 険 料
の 金 額

円

(摘要)

源泉徴収時所得税所得税減税控除済額　　　　　　円、控除外額　　　　　　円

人

円 円 円

月

人

社会保険料等の金額 生命保険料の控除額 地震保険料の控除額 住宅借入金等特別控除の額

日

(フリガナ)

人 従人 人 従人 人 内

(フリガナ)

氏名

災
害
者

(摘要) に前職分の加算額、支払者等を記入してください。

５人目以降の控除対象
扶 養 親 族 の 個 人 番 号

５人目以降の16歳未満
の扶養親族の個人番号

控
除
対
象
扶
養
親
族

未
成
年
者

支
払
者

個 人 番 号 又 は
法 人 番 号

氏名又は名称

(フリガナ)

氏名

個人番号

(フリガナ)

1

4 氏名

死
亡
退
職

個人番号

7 個人番号（マイナンバー）・法人番号の記載について

受給者、受給者の配偶者・扶養親族、支払者の氏名又は名称を記載する各欄について、個人番号

又は法人番号を記載してください。

１ 「住所」欄には、令和７年１月１日（中途退職者は、退職時）現在の住所を記載してください。

※誤りが多いため、必ず受給者への確認をお願いいたします。

２ 「氏名」欄には、必ずフリガナを記載し、通称等ではなく住民票上の氏名を記載してください。

３ 専従者給与の場合は、「種別」欄に「専従者給与」又は「専給」と記載してください。

４ 控除対象配偶者・扶養親族に関する欄には、扶養親族等の人数等・氏名・フリガナ・個人番号を

記載してください。また、控除対象配偶者については、配偶者（特別）控除の額・配偶者の合計

所得金額も記載してください。

「区分」欄については、扶養親族等が非居住者（国外居住者）である場合に記載します。以下の

表から該当する記号を記載し、「非居住者である親族の数」欄に人数を記載してください。また、

年末調整の際は、必ず送金書類等を確認してください。

５ 社会保険料・生命保険料・地震保険料等の各控除額とその内訳を記載してください。

「住宅借入金等特別控除区分」欄については、「給与所得者の（特定増改築等）住宅借入金等特

別控除申告書」に表示されている区分を確認し、記載してください。

７ 退職（予定）の場合は、「中途就・退職」欄の「退職」欄に○を記載し、退職（予定）日を記載

してください。

８ 「受給者生年月日」欄には、受給者の生年月日を必ず記載してください。

６ 「摘要」欄には、次の事項を記載してください。

ア 年末調整をした給与等の場合は、令和６年分所得税の定額減税について、「源泉徴収時

所得税減税控除済額×××円、控除外額×××円」と記載してください。また、合計所得

1,000万円超で同一生計配偶者を年調減税額の計算に含めた場合は、「非控除対象配偶者

減税有」と記載してください。

イ 同一生計配偶者（控除対象配偶者を除く。）を有する方で、その同一生計配偶者が障害者、

(同居)特別障害者に該当する場合は、「同一生計配偶者の氏名(同配)」と記載してください。

ウ 所得金額調整控除の適用がある場合で、要件に該当する扶養親族の氏名が に記載されな

いときは、「扶養親族の氏名(調整)」と記載してください。

エ 前職分の給与等を含む場合は、前職分の支払者の所在地・氏名又は名称、退職日、給与等

の金額、源泉徴収税額、社会保険料の金額を記載してください。

オ 租税条約の適用を受ける場合は、該当条項を記載するとともに、租税条約に関する届出書

の写しを３月15日までに提出してください。

カ 普通徴収とする場合は、該当する切替理由の略号（普Ａ～普Ｆ）を記載してください。

４



※「源泉徴収税額」欄には、所得税及び復興特別所得税の合計額が記載されています。

令和６年分 令和６年分給 与 所 得 の 源 泉 徴 収 票

き
り
と
り
線

(

税
務
署
提
出
用

)

(

受
給
者
交
付
用

)

日就職 退職 年 月

給 与 所 得 の 源 泉 徴 収 票

 

氏名又は名称  

特
別

そ
の
他 日

中途就・退職

  

区
分  

3

(フリガナ)

 

(フリガナ)  

氏名

 

乙
 
欄

ひ
と
り
親

死
亡
退
職

災
害
者

 

 

(フリガナ)

氏名  

 

 
 

区
分

 

3

(フリガナ)  区
分

 

(備考)

(フリガナ)  区
分  

本人が障害者

   6    

寡
 
婦

ひ
と
り
親

受 給 者 生 年 月 日
勤
労
学
生 元　号 年 月

氏名   
区
分

(源泉)控除対象配偶者
の有無等　　　　　・

人

 
人

   
従有

 
従人

非居住者
で あ る
親族の数

特　定 老　人 その他 特　別 その他

配偶者(特別)
控 除 の 額

控 除 対 象 扶 養 親 族 の 数
(配 偶 者 を 除 く。)

老人

16歳未満
扶養親族
の    数

障害者の数
(本人を除く。)

 
従人

種 別 支 払 金 額
給与所得控除後の金額
( 調 整 控 除 後 ) 所得控除の額の合計額 源 泉 徴 収 税 額

区
分  

       

未
成
年
者

外
国
人

社会保険料等の金額 生命保険料の控除額 地震保険料の控除額

(フリガナ)  

署 番 号 整 理 番 号

     6       

中途就・退職 受 給 者 生 年 月 日

(右詰で記載してください。)
支
払
者

住所(居所)
又は所在地

 

        

支
払
者

個 人 番 号 又 は
法 人 番 号  

未
成
年
者

外
国
人

死
亡
退
職

災
害
者

乙
 
欄

本人が障害者 寡
 
婦

(電話)  

勤
労
学
生 就職 退職 年 月 日 元　号 年 月 日

住所(居所)
又は所在地  

氏名又は名称

特
別

そ
の
他

控
除
対
象
扶
養
親
族

個人番号  

1

(フリガナ)  

 

 区
分  

 

氏名  氏名  

氏名  氏名  

3

(フリガナ)

(フリガナ)  区
分  

2

3

(フリガナ)  区
分  

個人番号  

氏名  

4

氏名

個人番号  

4

(フリガナ)

2

(フリガナ)  

 
4

(フリガナ)  

 区
分

１
６
歳
未
満
の
扶
養
親
族

1

(フリガナ)

氏名

 区
分

氏名

区
分

2

旧長期損害
保険料の金額

氏名  氏名  

氏名

１
６
歳
未
満
の
扶
養
親
族

1

区
分  

円

 

 
 

2

(フリガナ)

 

 
4氏名

区
分  

氏名

円

 
円

 
円

 

 

個人番号  

 区
分  

控
除
対
象
扶
養
親
族

1

(フリガナ)  

区
分  配偶者の

合計所得

区
分

 氏名

新個人年
金保険料
の 金 額

(源泉･特別)

控除対象
配偶者

区
分  配偶者の

合計所得

国民年金保険
料等の金額

住宅借入
金等特別
控除の額
の 内 訳

住宅借入金
等特別控除
適　用　数

 居住開始年月
日(１回目)

住宅借入金等
特別控除区分

(１回目)
 

住宅借入金
等特別控除
可　能　額

居住開始年月
日(２回目)

住宅借入金等
特別控除区分

(２回目)
 

氏名  

円

 

国民年金保険
料等の金額

基礎控除の額
個人番号  

月

 

日

住宅借入金等
特別控除区分
(１回目)

 円

 
円

 
所得金額
調整控除額

円

 

年

  

日

 

年

 

年 月

円

 

氏

名  

  

源 泉 徴 収 税 額

(フリガナ)  

(受給者番号)  

内 円

 

支 払

を受け

る 者

住

所

又

は

居

所

 

種 別 支 払 金 額

支 払

を受け

る 者

住

所

又

は

居

所

 (フリガナ)  

(役職名)

有有 従有

 
円


 
人

 
従人

 
人

 
従人

 
人

 
内

 
人

 
人

その他

内 円

 
円

 
円

 

  

(源泉)控除対象配偶者
の有無等　　　　　・

配偶者(特別)
控 除 の 額

(受給者番号)  
(個人番号)　  

控 除 対 象 扶 養 親 族 の 数
(配 偶 者 を 除 く。)

16歳未満
扶養親族
の    数

障害者の数
(本人を除く。)

非居住者
で あ る
親族の数

老人 特　定 老　人 その他 特　別

給与所得控除後の金額
( 調 整 控 除 後 ) 所得控除の額の合計額

(役職名)  

氏

名

社会保険料等の金額 生命保険料の控除額
内 円

地震保険料の控除額 住宅借入金等特別控除の額

円
 円


  

新個人年
金保険料
の 金 額

円


 
円


 
(摘要)

源泉徴収時所得税所得税減税控除済額　　　　　　円、控除外額　　　　　　円

円


 

円


 

円


 

旧個人年
金保険料
の 金 額

生命保険
料の金額
の 内 訳

新 生 命
保 険 料
の 金 額

旧 生 命
保 険 料
の 金 額

介護医療
保 険 料
の 金 額

 
円


 

(フリガナ)  円 円

 
円

 
旧長期損害
保険料の金額

住宅借入金等
年 末 残 高
(２回目)

住宅借入金等
年 末 残 高
(１回目)

日

   

円

 
人

 

内

 
人

 
内

 
人

 
従人

 

内 円

 
円


住宅借入金等特別控除の額

 

円


 

 
人

  

(摘要)

 

(電話)  

内 円

 
円

 
円

 
内 円

 

円


 
人

 
従人

 
内

 
人

月

円

 

 

 

円


 

円


 

円


 

円
 円


  

年

 

月

 
基礎控除の額

所得金額
調整控除額

 
円


 

 
人

旧個人年
金保険料
の 金 額

円

源泉徴収時所得税所得税減税控除済額　　　　　　円、控除外額　　　　　　円

(フリガナ)  円

(源泉･特別)

控除対象
配偶者

 
住宅借入金等
年 末 残 高
(１回目)

住宅借入金
等特別控除
可  能  額

居住開始年月
日(２回目)

住宅借入金等
特別控除区分
(２回目)

 

住宅借入
金等特別
控除の額
の 内 訳

住宅借入金
等特別控除
適  用  数

 居住開始年月
日(１回目)

住宅借入金等
年 末 残 高
(２回目)

 

日

 

生命保険
料の金額
の 内 訳

新 生 命
保 険 料
の 金 額

旧 生 命
保 険 料
の 金 額

介護医療
保 険 料
の 金 額


